
新開発食品等の販売禁止 （食品衛生法第７条）

いわゆる健康食品による健康被害の防止

新開発食品等の販売禁止 （食品衛生法第７条）

濃縮等した成分を錠剤化、カプ
セル化する等により、通常の
食品の一般的な摂取方法とは
著しくことなる方法により摂取

一般に飲食に供されてきた食品と同様の食品であ
るが、
その食品によるものと疑われる健康被害が発生

一般に飲食に供さ
れることがなかっ
た物 される食品

その食品によるものと疑われる健康被害が発生

人の健康を損なうおそれがない旨の確証がない 健康被害の態様からみて 般に飲食に供されていな

た物

人の健康を損なうおそれがない旨の確証がない

食品衛生上の危害の発生を防止するため必要

健康被害の態様からみて一般に飲食に供されていな
かった物を含む疑い

食品衛生上の危害の発生を防止するため必要

食品安全委員会、薬事・食品衛生審議会の意見

食品として販売することを禁止食
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健康食品による健康被害事例への対応の流れ
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